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howtoincorpomteindividualizationintohousingdesign,TbIEspondtotheabovedive応ifiedrElalions,theaulho応nyoocomeupwith

guidelinesfbrhousingdesignintendedfbronepeI5onhouseholdsbystudyinghowlheyusemoms．
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1．研究の背景と目的

近年の住宅統計調査では，日本は人口減少の時代に入っているにもかかわらず,核家族化や単身世帯の増加を

受け,世帯数は増加している．とりわけ特徴的なのは単身世帯が全体の30％を占めるまでになっている点である．

また，平成20年度住宅金融支援機構の「フラット35利用者調査」によると，マンションを中心に単身世帯の利

用増が顕著な傾向を示すようになってきている．例えば，マンション市場（新築・中古共に）では，購入世帯の

25％が単身世帯という結果が出ている.マンションの面積別の比較では,６０㎡以下の面積では70％以上を単身世

帯が占めている．単身世帯が経済的にも自立し，住宅市場では世帯の一つの形態として存在をアピールする時代

が到来したといえる事態である．

この１０年ほど家族社会学等では，あたらしい家族の変化の方向を表す標語として，家族の「個人化」が「多

様化」と並び，定着化しつつある．誰もが同じような，サラリーマンの夫と専業主婦の妻，２人から３人の子供

たちからなる近代家族，すなわち，「標準家族」に所属しているという前提が崩壊し，「標準を外れた人々」は

いまや多数派になりつつある．つまり，全ての人が属する社会的単位はもはやないものだとすると，社会の基礎

単位となりうるものは個人以外にはありえない社会の到来を家族の「個人化」という意味で表現している．

家族社会学等の立場からこのような家族の変容が指摘されるのと並行して,住宅計画学の立場からも従来の住

宅計画が住まい手と住まいの多様な関係に対応しきれていないことが指摘されてきた．個人化も含んだ住宅計画

のあり方に関する議論が，近年特に活発化している．住宅計画を論じる上では，２１世紀の単身世帯の住要求を把

握する必要があるが，そのためにはこの単身世帯の親も含めた親族世帯との関係性や帰属組織との関係性，或い

は友人などのネットワークを把握する必要がある．

筆者らは，住まい手と住まいの多様な関係に対応するには，個人すなわち「一人家族」世帯の空間のあり方を

明確化し，「一人家族」世帯の住宅計画指針を導き出すことが重要と考えこれを本研究の目的とする．

なお，ここでの「一人家族」世帯とは，個人が一人で「家族」を形成している状態である．また，「家族」と

は，本研究では，経済的に自立した１戸単位をさす．経済的に自立した１戸単位とは，一人の場合，血のつなが
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リのある複数人数の場合，血のつながりのない集団を形成している場合（「一人家族」世帯の集合体）があると

考える．

２既往研究と本研究の位置づけ

今日の住空間論を代表する研究として，北川らの戦後の住様式の変化をダイニングキッチンに注目して展開し

たものI)，および切原らの座敷への住要求の変化の研究2)などがある．また単身世帯の住まいについては，谷本

らによる学生など20代の若者に注目したもの3)と，高齢単身世帯のものがあるが，後者については，グループホ

ーム，高齢者施設など多くの研究がなされている．

近代家族の変容については，家族の「個人化」に関連した多くの指摘があることは前述したが，住宅計画学の

立場からも，様々な研究・議論がなされており，加茂・高田らにより「個人化」に対応した住戸の空間配列と生

活の適合性に関する研究4)がある．「地域社会圏モデル｣５)で山本らは「一つの住宅に一つの家族が住む」という

戦後の理想的なモデルとされた考え方も，「個人化｣の中では呪縛にしか過ぎず,今後はもう少し大きな単位(地

域社会圏モデル）で住居システムを考える必要があると述べている．これを発展させた研究として宮野らによる

親子・配偶者関係を含まない同居の住まい方に注目し，個人の自立に対応しながらも居住者相互の交流を促進す

る住宅計画論6)が展開されている．

これらの研究を踏まえ，本研究では，世帯の最小構成人数である「一人家族」世帯の住宅を計画するにあたっ

ての指針を得るために，経済的に自立した単身世帯の住まい方の調査を行う．「経済的な自立」としたのは，前

述したように学生のすまいに関する研究は既往の研究があること，今回研究の主旨とは違いがあると思われたこ

とにより条件を設けた．

さて「一人家族」世帯の住要求分析に関して，筆者らは以下の点に注目する必要があると考えている．

第一に，住居の基本的な役割である，就寝，食事，団らん（一人を基本とするためくつろぎと表記）の空間の

あり方である．一人暮らしのため，各機能が重複する，あるいは，明確には分離されない可能性が高いと思われ

る．さらに経済的に自立した「一人家族」世帯の場合は，趣味の時間を確保しやすいと考え，この生活行為にも

注目することとする．

第二に接客であるが，親族，友人，近隣住民などの親しい相手の場合と，親しい関係を前提としない場合に分

けて検討する．一人住まいのため，前者の客への重点の置き方に個人差が大きく表れると考えている．個人差は

親族世帯や帰属組織との関係‘性,友人などとのネットワークなどを反映し,ＬＤＫとの関係や座敷確保要求などの

差が出ると思われる．今回の研究では，住宅の公的な部分を，親しくない外部の人間との交流の場を「外公」，

親しい友人・知人・家族との交流の場を「内公」とする．

第三に，後者と関連して，安全対策要求やコミュニティの位置づけなどの要望が出ると思われる．

第四に，親族世帯との関係を反映して，収納要求や住み続けるかどうかといった今後の展望が変化すると考え

られる．以上の四点を中心に研究を進める．

本稿では，第一と第二に関して検討する．

３．調査方法

調査方法は，調査対象住宅の間取りを現地にて調査し，調査票に従い対象者にヒアリング調査を行う住まい方

調査法により実施．熊本県内居住の20代～70代の単独世帯30世帯を対象に，調査を行った．

調査の性格上量的把握は困難と判断し，統計処理を目的とせず，記述的方法を用いることとした．

4．統計調査から見た熊本県における「一人家族」世帯の概要

「単独世帯は」平成22年度の国勢調査の段階で，３割を超えたと言われているが，平成22年度の熊本の国勢

調査による統計データは，まだ公表されていないそこで今回は,熊本県のデータとしては最新の平成20年度の

住宅・土地統計調査のデータにより確認したところ，熊本県としては26.57％であった．なお「一人家族」世帯の

概要を把握するためには，統計上の「単独世帯」がおおむね「一人家族」世帯に近い概念として使われていると

考え，統計上の「単独世帯」を替わりに分析することとした．
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熊本での単独世帯の年代別の割合は，平成２年の国勢調査では図１に示すように30-50の年代の単独世帯の

割合は8％～16％であった．しかし，平成20年度住宅・土地統計調査の図１によると３０－５０の年代の単身世帯

の割合は14～28％となっている．また，男女の単独世帯の割合は，平成２年度は50代以降，平成20年度の６０

代以降は女性が男性の単独世帯数を超えている．
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５．「一人家族」世帯の住まい方

調査対象者である「一人家族」世帯の住まい方一覧を表１に示す．

図3．熊本県の男女別持ち家共同住宅割合

図1．熊本県年齢区分別単独世帯

また，熊本県における単独世帯の住居の所有関係および建て方は図２に示すように，若いときは借家の共同住

宅に住まうが，次第に持ち家一戸建てに住むようになる．高齢になるほど女性の持ち家一戸建て住まいが多くな
る．

平成22年９月１０日発表の，統計トピックスNo.477)によると，若者の単身世帯では９割が借家の共同住宅に

居住しているのに対し，高齢者では５割強が持ち家の一戸建てに居住しているとあるが，熊本においても図２に

みるように同様のことが言える．また，男女別に見ると，統計局の全国のデータでは，各年齢層での男女間にあ

まり違いがなく，持ち家の共同住宅での違いがあると取り上げられていた.熊本県によると,図３のようになる．

40～60歳の女性が男性の倍以上の割合で，持ち家共同住宅に住んでいることになる．
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表１．「一人家族」世帯の住まい方一覧
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年
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捜客

(内）

泊
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堀

仕駆 趣嘩 住まい方の現状と矛盾

1６

ワン

ノレー

ム

⑥． 。Ｏ代前半 女
事穣ロ

(金）
憎寒

共同

住宅

30㎡～4０

㎡未濁
５/５ LDK 厘画 LＤＫ 四Ｋ LＤＫ LＤＫ LＤＫ

就腰、食事、＜つろぎの空間は、趣具･壁により仕切られてはいないが.ベット、

キッチンセット＋柏壁により秘やかな分飽がなされた状現である．

７ 1ＤＫ ⑥. ６０代前半 男 白面且 惜家
共同

住宅

30㎡～4０

㎡未濁
2/３Ｄ Ｌ 座血 Ｌ Ｌ Ｌ

ＤＫとして独立しているが､食串はLにて食べている．接客スペースの少なさを外

部空間(喫茶店、共用日下)を利用することでカバーしている。スペースのいる趣

囚上活動も、外部を利用。

2１ 1ＤＫ ⑥｡ 30代前半 女
技術画

(金）
僧家

共同

住宅
30㎡未渦 ６/2０ Ｌ 崖卓 Ｌ Ｌ Ｌ Ｌ Ｌ

ＤＫとして独立しているが、食享はLにて食べている．居室空間が1つしかないた

め､そこで捜客､くつろぎ､就寝が行われている

１
１ＬＤ

Ｋ
⑤， 50代位半 女

倣貝

(私)
借家

共同

住宅

30㎡～4０

㎡未潤
１０．'１１ LＤＫ 座卓 寝室 四Ｋ LＤＫ ＬＤＫ 山Ｋ

寝室はLと建具にて分敵する間取り。キッチンがカウンターにて分離され椅子に

座って食車ができる空間が用なしてあるにもかかわらず､ＴＶ前の座卓にて食

事、＜つろぎ、描客。

９
1ＬＤ

Ｋ
⑤’ 40代後半 女

技術垣

(地）
借家

共同

住宅

40㎡～5０

㎡未潤
1／１ LDK 座卓 寝室 LＤＫ LＤＫ ＬＤＫ ＬＤＫ

寝室はLと建具にて分離する間取り.キソチンは袖壁で空間を分離｡座卓にて床

座で食車､＜つろぎ､接客｡

1３
1ＬＤ

Ｋ
⑤， 20代後半 男

技術瞳

(全）
借家

共問

住宅

30㎡～4０

､f未潤
３／１ LＤＫ 座卓 寝 室 LＤＫ LＤＫ 山DＫ LDK

寝室はLと建具にて分離する間取り．パソコンデスクがあるが､ソファテーブルに

てパソコンを使っている｡食事もソファテーブルを利用｡エアコンがLにしかない

2５
1ＬＤ

Ｋ
⑤， ３０代前半 女

轍貝

(公）
借家

共同

住宅

30㎡～4０

㎡未潤
1／1０ LDK 座 卓 嘆 寅 LＤＫ 山Ｋ LＤＫ ＬＤＫ

寝室はLと建具にて分殿する間取り。キッチンカウンタがあり、そこでの食事も期

侍できるが､座卓で食車。

１１ 2ＤＫ ② ５０代後半 女 、堂垂 借衣
共問

住宅

50㎡～6０

㎡未潤
1／3０ ＤＫ

ﾃープ

ル
Ｌ Ｌ

按客

童
Ｌ

桧客

童
Ｌ

食事はDK､くつろぎはLとはっきりと分離している｡Ｌはくつろぎ､仕事の事務処

理.趣味活動など食車以外のことを何でもする部風となっている。

1５ ２ＤＫ ⑤． ２０代役単 男
技術ロ

(金）
価家

共同

住宅

40㎡～5０

㎡未濁
２''４ Ｌ 机

L･寝

童
Ｌ Ｌ Ｌ

Ｌ◆唖

童

ＤＫとして食車ができるスペースがあるが､Ｌで食巾を取っている。寝室は釣すＩ‐

ているが､Ｌにて作粟をしながら寝ることもある。

1８ ２ＤＫ ⑤． ３０代前半 男
膜衛画

(亀）
僧家

共同

住宅

40㎡～5０

㎡未潤
1／3０ ＤＫ 屋血 寝宣 ＤＫ DＫ ＤＫ

残余

室

広めのDKを内公の狼客､食耶､＜つろぎの咽としている。事務所ピルの用途変

更で住宅としたこともあり、南側の悪に庇が焼く､暑い｡２つのうちの一つを仕車

部厘にしている。

2４ 2ＤＫ ⑩． ２０代倹学 女 その這 憎衣
共同

住宅

30,f～4０

㎡未潤
1／2０ DＫ

ﾃープ

ル
塵室 Ｌ Ｌ Ｌ

食率はDKのﾃｰﾌﾞﾙ.くつろぎはLのソファとはっきりと分腫している．身体的陣

がいがあるため.来客はアポイントのある人のみ．寝室にクーラーがないため、

2６ ２ＤＫ ⑤ 40代後半 女 公繭貝 僧家
共問

住宅

40㎡～5０

､f未濁
1／５ Ｌ 屋卓 寝宣 Ｌ Ｌ Ｌ Ｌ

ＤＫとして食事ができるスペースが十分あるが､Ｌで食事を取っている｡寝室は独

立し、床に布団を直接引いて密ている．

６
２ＬＤ

Ｋ
⑥ ５０代後半 女 公繍口 褐ら衣

戸
て

一
連

90㎡～1ｍ

､f未濁
１１／１９ LＤＫ

テープ

ル
LＤＫ LＤＫ

四Ｋ．

残余

童

LＤＫ
残余

室

LDK・

残余

童

Lと連暁している座敗は､客間のｲﾒｰｼﾞがあり、寝室にできないため戟腰はLに

布団で察る°外公捜客室である鹿敵はLを通過する必要があり独立していな

い毎強余室は納戸化.、

1０
２Ｌ、

Ｋ
⑤ 50代後半 男

校幡瞳

〔増）
持ち庫

共同

住宅

50㎡～6０

㎡未潤
２２ﾉJＯ 1ＤＫ

ﾃープ

ル

ＬＤＫ・

寝i豆
四Ｋ LＤＫ LＤＫ LＤＫ

残余

童

就寝は、夏堪エアコンが効いているLに布団を持ち込んで寝ることもある。一室

を趣味の部厘(書斎)としており、くつろぎ空間とはあえて別にしている。

1４
２ＬＤ

Ｋ
⑤， 20代後半 男

妓陶瞳

(金）
借家

共同

住宅

40㎡～5０

㎡未浅
3/７ ＬＤＫ 座卓 寝室 LDK LＤＫ LＤＫ LＤＫ

食車はﾃｰﾌﾞﾙを低くｽﾍﾞｰｽがあるにもかかわらず､座卓にて取る｡趣味のバソコ

ンも専用の座卓を使用｡ｷｯﾁﾝ側に空きがあるが座卓近辺に物が鯛中してい

愚一興今常I土＆jh声化一

1７
２ＬＤ

Ｋ
⑤ 50代役半 女 ⑪堂璽 衿も丘

共同

住宅

70㎡～８０

㎡未濁
ﾌﾉﾌ LＤＫ

テープ

ル
寝 愈 LＤＫ LＤＫ LＤＫ

硯余

童
LＤＫ LＤＫ

LDKに大きめのﾃｰﾌﾞﾙを固き、食事､仕事、外公.内公の接客､趣味を行ってい

る○畳コーナーを股けくつろぎのスヘ･-スとしている●入居前のﾘﾌｫー ﾑにより、３ＬＤＫ

を2LDKに改装。

2０
２Ｌ、

Ｋ
⑤， ４０代後半 女

披衛職

〔全）
角ら衣

共同

住宅

60㎡～7０

㎡未潤
6/６

ＬＤＫ◆

W罫室
座卓 寝室

１，Ｋ◆

寝室

ＬＤＫ◆

寝左

山ＤＫ◇

寝室

食車はLもしくは和室(褒室>の座卓｡和室とLは瞳具にて仕切られ全開すると一

体的に使用可能｡和室､Ｌ以外の居室は､納戸化している。

2２
２ＬＤ

Ｋ
⑤． ３０代前半 男 公厩貝 描家

共同

住宅

40㎡～5０

㎡未渦
1／３ LＤＫ 座卓 寝 亙

ＬＤＫ◆

寝室
LＤＫ LＤＫ LＤＫ

食車、檀客(内公)､勉強と.LDKの座卓を使用．建物の檎造上音且を抑える必

要があり、趣味の音束、来客には気を使う.収納が全くないため､聾斎として準
”ｈ■ムーュ "ムムー』勺＝

2９
２Ｌ、

Ｋ
④ ３０代後半 女 公繍員 持ち軍

共同

住宅

70㎡～8０

㎡未濁
｡/５ LＤＫ 塵卓 寝 室 ＬＤＫ 密室 山Ｋ

LDK◆

寝室
LＤＫ

食事はﾀ゙ ｲﾆﾝｸ゙ ﾃー ﾌ゙ ﾙがあるがLの座卓使用．内公の接客､くつろぎも座卓｡和

室にお布団で腰ている．外公の来客は玄関から血で出入りができる和室を使
田．再会垂『士＄由戸イレ

８ ３ＤＫ ⑧ ４０代後半 男 ロ茸戴 僧家
戸
て

一
建

50㎡～6０

㎡未濁
2/3３

仕事

部厘
机 寝 室

端
》
麺

櫓客

室

捜客

宜

仕事

鰹画
DＫ

就寝は1階の仕車郁厘を使っていたが､銘鈍と寒さから2階に移動．英閲軟室

が授客室.趣味活動は仕自転車のﾄﾚｰﾆﾝｸﾞ室としてDKを利用.力・ﾚｰｼﾞも趣味ス

へ・－ス。

1９ ３ＤＫ ⑨ ７０代哩上 女 その値 惜家
共同

住宅

40㎡～5０

㎡未濁
６/3３ 寝 室

テープ

ル
寝 室 密室 Ｌ Ｌ Ｌ 寝室

食事は寝室(和室)のへ.ﾌﾄ用ﾃー ﾌ゙ ﾙ利用。就寝、くつろぎは寝室(和室)のへ・ﾌﾄ｡も

う一つある和室(残余室)は納戸化。

2３ ３ＤＫ ⑦． ３０代後半 男 その他 借家
戸
て

一
連

50㎡～6０

㎡未潤
１１／ｺ、 Ｌ 机 寝室 寝室 Ｌ

残余

室

L･座

宣

食事はLの机.就衷､くつろぎはＷのある寝室のへ・ﾂﾄ｡来客はほとんどない｡．

ﾐｭﾆｹｰｼｮﾝは近くの臆股にて取っている。宙泊を伴う来客は納戸代わりにしてい

る和索で対応‘，

3０ ３ＤＫ ⑤ ４０代前半 女
彼同

(公〉
借家

共同

住宅

50㎡～6０

㎡未潤
8/3９ Ｌ 塵 卓 寝 室 Ｌ Ｌ Ｌ Ｌ

DKではなくLの座卓にて食車を取っている｡寝室を南に置きたがったが､密斎の

ｽﾍﾞｰｽが北の部凪では足りず.北が寝室となる．

２

３ＬＤ

Ｋ以

上

① ６０代前半 女 口営戴 脚ら庫
共同

住宅

80㎡～9０

㎡未潤
4/４ LDK

テープ

ル

ＬＤＫ４

寝竃
LＤＫ

捜客

窟
LＤＫ

残余

室

捜客

童

残余

童

内公の来客の釦度が高いのに内公のためのﾃｰﾌﾞﾙが常股ではない｡腰室にエ

アコンがないため.夏はLDKで寝ることもある。

４

３ＬＤ

Ｋ以

上

⑤， 50代前半 女
紋貝

(公》
岡ら床

共閲

住宅

70㎡～8０

㎡未潤
5/５ LDK

テープ

ル
寝室 LＤＫ 四Ｋ

残余

室
Ｌ

朝食のみ自宅にて取る。夕食は軸坦近くにある実家にて｡共用廊下側の部屋で

就寝を取っているが､廊下の明かりが強すぎ､眠りにくい。

５

３ＬＤ

Ｋ以

上

⑤ 50代前半 女
敏回

(公）
榊ら衣

共同

住宅

80㎡～9０

㎡未濁
9／1０ LＤＫ

テープ

ル

ＬＤＫ４

寝室
LＤＫ

ＬＤＫ＋

残余

左

残余

室

残余

童

道路との関係で､寝室の位世を南から北へ移した｡寝室はあるが､Ｌにてくつろ

ぎながら就窪してしまうことがある｡３つある残余室は､２つは納戸､一つは洗濯

干し堀になっている．

２７

３ＬＤ

Ｋ以

上

⑤。 30代後半 女
披憐画

(地）
借家

共同

住宅

80㎡～9０

rvf未潜
4/3０ LＤＫ

テープ

ル

ＬＤＫ◆

寝室

ＬＤＫ◆

寝室
１，Ｋ

残余

童

LDK◆

残余

童

食事は自宅でするよ余裕があまりない。くつろぎも､寝に帰ってくるだけである．

物を片付けている余裕がなく､残余室が物置となっている。

３
４，Ｋ

以上
③ ６０代駒半 女

彼同

(公）
尚ら竃

戸
て

一
睡

100㎡以上 2/5０ ＤＫ
テープ

ル
Ｌ Ｌ･ＤＫ

残余

童
ＤＫ

残余

童
L･ＤＫ

以前は座敷で就褒。葱智えなどは座敵にあり、座敷とL西方が自室となってお

り、寝室（自室)が揺らいでいる．

1２
４，Ｋ

以上
⑥ ５０代繊半 男

披輯ロ

(亀）
碑らな

戸
て

一
連

90㎡～100

㎡未潤
1／3３ Ｌ◆ＤＫ 座卓 Ｌ Ｌ Ｌ Ｌ

残余

室

接客用の応接室があるが､エアコンが埴れ､使っていない．すべてをLで行って

いる．－人になってからの時間が短いため.以前の状況がまだ残っており、生

活 の 口 而 Ｌ が で ま て い な い 会

2８
４，Ｋ

以上
① ５０代駒＊ 女

技幡ロ

(壇）
褐ら庫

戸
て

一
漣

000㎡以上 1，１３０ Ｌ 塵 卓 寝亙
L･寝

童

檀客

室
Ｌ

接客

童
寝室

150年の歴史ある民家に居住。邑近一人暮らしとなったため、自分の活動は自

童(寝室)にて行っている｡捜客は座敵ではなく緩き問の方で行っている．



図４．「一人家族」世帯の属性

３０世帯中，男性単独世帯は１０世帯，女性単独世帯は20世帯．また，借家住まいは１１世帯，持ち家住まいは

１９世帯．一戸建ては６世帯，共同住宅は24世帯．年代ごとのばらつきは，図４の通りである．

｢一人家族」世帯の住宅計画

５．１「一人家族」世帯の属性

｢一人家族」世帯の属性を図４に示す．

することのない分離関係にある．また図5．生活行為の分離と重複による分類（１０タイプ）

｢食」は「くつろぎ」および「内交流」

と積極的な重複が区'られていることが分かった．

研究目的の第一で定義した，生活行

為の分離と重複の傾向をみる．

生活行為の分離と重複のタイプ分

けをおこなうにあたり，生活行為につ

いては，目的の第二で定義した外公の

行為を「外公流」，内公の行為を「内

公流」とする．また，食事を「食」と

した．趣味は，調査の結果から多岐に

わたると判断できたため，生活行為の

分離と重複のタイプ分けからは外すこ

ととした．

生活行為の分離と重複のタイプ分

けは図Ｓのようになった．

なおパターン分けの際に,食に関し

ては，朝食と夕食の場が違う場合があ

り，夕食の場を食の行為の場とした．

また，就寝に関しては，寝室が就寝の

場であるがごく稀にＬも利用する場合

は，寝室を就寝の場として分類した．

１０パターンの中で,外交流が住宅内に

無い世帯もあり，その場合は番号に

“=(ダッシュ)”を付け表現した．
図５より，「就寝」と「食」の関係

は，他の行為（くつろぎ）を含めて重

複することはあってもそれだけで重複

することのない分離関係にある．また

「食」は「くつろぎ」および「内交流」

５．２「一人家族」世帯の生活行為

の分離と重複

2５

①外交流十内交流･食・くつろぎ+就寝

③+⑮愚妄言砂+⑤
ﾓ〒ﾙ①：｢外交流｣空間が別に用愈されており．「内

交流」．「食｣および「くつろぎ｣が同一空間で行われ，

｢就褒」は独立しているタイプ．

②外交流十内交流・くつろぎ･就寝十食

③+辱了雨勘⑭
ﾓ〒ﾙ②：｢外交流｣空間が別に用愈されており，「内

交流｣‘「くつろぎ」および「就寝」が同一空間で行わ

れ．「食」は独立しているタイプ．

モデル③：『外交流l空間が別に用意されており．「内

交流｣．「くつろぎ｣，「就穫」および「食」が同一空間

で行われているタイプ．

モデル④:｢外交流｣と｢就褒｣が同一空間.「内交流｣．

「食」および「くつろぎ」が同一空間で行われている

タイプ．寝室が和室(座敷)の増合にこのモデルとな

る．

⑤（外交流)・内交流･食・くつろぎ+就寝

唖忘悪F砂十④

モデル⑤：｢外交流｣．「内交流｣．「食」および「くつ

ろぎ」同一空間，「就寝」が単独空間で行われている

タイプ．「外交流」が住宅を離れ，外部での対応とな

る喝合もある

⑥（外交流)・内交流･食・くつろぎ・就寝

唖5弓忘､雨秒

モデル⑥：｢外交流｣．「内交流｣．「食｣．「くつろぎ」

および「就寝」のすべての行為が同一空間で行われて

いるタイゴ「外交流」が住宅を離れ．外部での対応

となる場合もある．

モデル⑦：｢外交流』．「内交流」および｢食」が同一

空間．「くつろぎ』および『就寝」が同一空間で行わ

れているタイプ．『外交流」が住宅を離れ．外部での

対応となる場合もある．

⑧（外交流)・内交流十食・くつろぎ+就褒

＋ ＋④
モデル⑧:｢外交流jおよび｢内交流』が同一空間.「釦

および「くつろぎ」が同一空間．「就褒」が単独空間

で行われているタイプ．「外交流」が住宅を離れ，外

部での対応となる場合もある

⑨（外交流)・内交流十食・くつろぎ･鯛璽

＋

モデル⑨:｢外交流｣および｢内交流｣が同一空間‘｢食｣．

「くつろぎ｣および｢就寝』が同一空間で行われてい

るタイプ．『外交流」が住宅を離れ，外部での対応と

なる喝合もある

⑩（外交流)・食十内交流・くつろぎ+就寝

睡扇ｦ+辱診+④

ﾓ〒ﾙ⑩:｢外交流｣および｢食｣が同一空間，「内交
流」および「くつろぎ」が同一空間，「常堀F」が単独
空間で行われているタイプ．「外交流」が住宅を離れ‘

外部での対応となる増合もある．
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鳥飼香代子・持田美沙子

表２．「平面によるパターン」別生活行為と空間のずれの分析(1)

2６

平面によ

るﾊ゚ﾀーﾝ
ﾀｲﾌ゚

⑪

No. 代表プラン／生活行為と空間のずれの分析

ワ
ン
ル
ー
ム

⑥ 1６

ー●

｢､

一
■

画

モ

ー

茎
Hヨチ
ダＶ

ｏｏ易

ヨ

淵
ノ母

韓

王

■
■
ゴ

２

一
ｈ
Ⅲ
胴
』
‐
画

1部屋しかないためにすべての行為の空間が重ならざる

を得ないが，一人で住むにおいては何ら問題が無い状況

である．食のスタイルは空間確保の理由からか，床座・

座卓を使用している．外交流は持ち込まず，それ以外の

行為がー部屋で行われる⑥′タイプである

1DＫ ⑥ ７．２１ 鱈
●

可.一

誰
＝

DKの空間があるにもかかわらず，すべての行為をＬにて

対応している．食のスタイルは床座,座卓を使用.Ｌに食

の行為が入ってくるため，フレキシブルな座卓を利用し

空間確保をしていると思われる２世帯とも外交流は持ち

込まず，それ以外の行為が一部屋で行われる⑥′タイプ

である．

1LDK ⑤
１．９．１３。

2５

“

4世帯とも，寝室を分離独立．Ｌとの関係は，建具を開放

することによりワンルームとして使える間取りであっ

た.LDKにて就寝以外の行為を実施.空間確保の理由から

か,食は床座･座卓を使用している⑤′タイプである．

2DＫ

②
⑤
⑩
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5世帯のうち，ＤＫが食事行為のみをする空間の場合がNo.１１及び24に見られ，食のスタイルはテーブル

を利用するイス座であった．ＤＫが食事，くつろぎ,接客と行為が重なっている場合は,座卓の利用が見ら

れた．また，ＤＫは調理をするだけの空間で食事はＬでする場合が２世帯あり，その場合の食の空間は，Ｌ

で自分が一番寛げる場所であるパソコンデスクや座卓であった．２DKタイプは，行為の重ね方によっては

1室を接客専用または趣味部屋(残余室)とすることができる前者は②タイプのNo.11の世帯，後者は⑤

′タイプのNo.１８の世帯である．
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座敷がある場合，そこでの就寝を躍踏しＬを利用しているケースが⑥タイプに分類されるNo.６の世帯．

また,座敷を就寝と外交流の場として使っているケースがタイプ④に分類さるNo.29の世帯.それ以外は，

外交流は持ち込まず,就寝は独立し，それ以外の行為は一部屋で行われる⑤′タイプである残余室はゲ

ストルーム，趣味室，納戸化しているLDKがテーブルを置くだけの十分な広さがあるにもかかわらず，

座卓にて食事をしている世帯が４世帯もあり，座卓にくつろぎを求めていることが窺える．
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表３．「平面によるパターン」別生活行為と空間のずれの分析(2)
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今回調査した3DKのパターンは,築年数が30年を超えている賃貸住宅という特徴がある．どの世帯も食

事をDKでは取っておらず，Ｌが２世帯，残りの２世帯は，くつろぎの場でもある仕事部屋と寝室にて食

事を取っている．自営の世帯は仕事部屋および接客室の確保ができている．なおNo.3Oのように職場が

あり仕事を自宅に持ち帰る場合は，その行為の場を自営の場合の仕事部屋と分け残余室とした．４世帯

とも就寝は独立室を使用‘寝室にくつろぎの行為が重なってくる場合が２件ある．その場合の残余室は

納戸化している．

3LDK以上

①
⑤

２

４．５．２７

一斗 ﾕーヱ

Ｉ ０

韮
L旦重
■

可
Ｉ

百
Ｆ-面、

匝皇

Ｉ
唾

No.２の世帯は，外交流と就寝が独立し，それ以外は同一空間で行われる①タイプであるまた，それ以

外の３世帯は，外交流は持ち込まず,就寝は独立し，それ以外の行為は同一空間で行われる⑤′タイプ

である部屋数に余裕があり，残余室が納戸化しており，宿泊を伴う来客がある場合ゲストルームとし

て使用されている．

4,Ｋ以上

①
③
⑥

８
２

２
３
１

１１

冊

ｒ向

ノ
、

醤
毎aQJ.国韓匙て画周.『画』手口宮

'1ﾉＩ

１
－
匹
匹

。

一

ミ

グ

■
二
戸

哩
陣

園 E

「
閏 画 面

一

園

日宮Ｉ
(； 弔種）

、ゾ 秀

固軍

||山’
一●やＬ

ｰ 戸ロＩ

〆

．

冒豆3.”
ｍｂ３ニー

三

p, 厩
１－、

唾
Ｌ［

里且

･＋ 似

、
|画

●４

両ﾐーＩ

一
琴
で

辿巳

I、

ユ ．
Ｉ

ロ

葛

■
。国

四」

口斑
令白Ｂ１ｂ－Ｉ酉

●■ｂ

、

Ｈ

日

豊
一Ｆ

ifiiiiif 、

▼

‐■

ーＱ

画

－１

Ｕ
司〆

3世帯ともに家族があり何らかの理由で単独世帯となった世帯である３世帯ともに一戸建てで築年数が
古く，規模が大きい家族と世帯を構成していた時の外交流を単独世帯となった時の外交流と表現して
いる節もあるが，本家として接客室としての座敷の必要性もあるようで，一人世帯となっても，外交流
の空間を確保する努力をしている．現況すべての行為が同一空間で行われている⑥タイプのNo.12の世
帯も，忙しさゆえに住まい方の見直しができておらず，今後の要望としては，外交流を独立させたい意
向がうかがえた．残余室は納戸化している．
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５．３「平面によるパターン」別生活行為と空間のずれ

生活行為の分離と重複のパターンは，「一人家族」世帯でも，生活行為間に同一空間では避け合う場合と，重

複を意に介さないものとがあることは明らかになった．ではそのような特徴を持つ生活行為が，住宅平面の違い

により，どのような問題を引き起こすのか，すなわち生活行為と空間のずれに注目して分析することにより，ず

れの少ないつまり住みやすい住宅平面はどのようなものかを明らかにする．平面によるパターン別と生活行為と

空間のずれに関して表２．表３にまとめた．なお，表の中に分析は挿入した．

5．４生活行為の空間

生活行為が行われる空間を明確にさせるために，平面のパターン別に生活行為がどの部屋で行われているのか

をグラフにした(図6)．各行為ごとの特徴をまとめる．

図６生活行為の行われる空間

（１）就寝

●

外

就寝の行為が独立しているのは，図５の①，⑤，⑧，⑩の20世帯である．座敷が寝室となっている場合は，

外交流との機能の誼複が見られる．しかし，外交流が頻繁ではないため，そのタイプである図５の④も独立して

いるといってもよい．寝室が独立していても場合によってはＬにて就寝を取る場合も５世帯あり，その原因は，

ＴＶを見ながら就寝したり，エアコンがＬにあって寝室にないために夏場はＬにて就寝たり，といった理由が上

げられた．



(6)外交流

2９

(2)食事

食事の行為が独立しているのは，図５の②のみである．また，独立があり得るのは表２．表３のＤＫパターン

である．図６によると，食事の場所としては，LDK,Ｌ，ＤＫを利用しているが，寝室，仕事部屋を利用している

世帯もある．これは単独･世帯であるが故の結果である．またＤＫパターンだが，Ｌにて食事行為をしている場合

が半数以上あり，食事をしてそのままくつろぐという現状がうかがえる．食事のスタイルだが，座卓利用が１６

世帯,テーブル利用が１１世帯,パソコンなどの机の利用が３世帯ある．一人家族の場合,食事専用のテーブルを

用意せずにフレキシブルな座卓を利用する場合が多いと言える．また，趣味のパソコンをしながら食事をすると

いった世帯もあり，食生活の軽視が窺われる．

(3)くつろぎ

くつろぎ行為は，食，就寝，内交流など何らかの行為と重なって存在する．ＬＤＫでのくつろぎ行為が一番多

く，次にＬと続く．また，寝室でくつろいでいる世帯も６世帯ある．くつろぎの空間では，ＴＶやパソコンの存
在が大きい

(4)趣味

残余室を利用した趣味行為は５世帯，外部利用は２世帯あった．外部に関しては，内部の趣味がある場合はそ

ちらについてカウントしているため，もっと多くの世帯を上げることができると考える．

(5)内交流

内交流は図５および図６を見ても明らかのように，くつろぎ，食事の空間と重なることが多いと言える．

｢一人家族」世帯の住宅計画

外部での交流が30世帯中１８世帯，全体の６割が該当する．接客室利用も６世帯あるが，そのうち５世帯が自

営業者である．自営業者以外の外交流は，外部へと移行していると言える．
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１
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ロ4,K以上田3LDK以上ロ3,Ｋ回2LDK画2,Ｋ日1LDK口1ＤＫロワンルーム

生活行為別平面パターンのグラ

フを図７に示す．

図７に示す通り，調査対象の３０

世帯中１６世帯が「⑤外交流・内交

流・食・くつろぎ＋就寝」のタイプ

に属していた．そのうち外交流が無

い世帯が１４世帯,外交流がある世帯

が２世帯,合計16世帯である.３ＬＤＫ

以上の空間を持つパターンであって

も，生活行為としてはこのタイプと

なる場合が多く，残りの居室は残余

室として納戸の利用となっているこ

とを考えると，⑤の最小パターンで

あるｌＬＤＫに納戸としての機能を満

たした部屋をプラスすることが，単

身者にとっては住みよい間取りと提

言できる．

図７生活行為別「平面パターン」
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６．まとめ

第一の目的に掲げた住居の基本的な役割である，就寝，食事，くつろぎの空間のあり方であるが，就寝に関し

ては３０世帯中20世帯が単独で空間を持っており，独立性が保たれているといってもよい．しかし，エアコンや

TVの存在の関係で寝室以外の空間で休む場合もあり，一人であるが故の空間の揺らぎが生じている．食事に関し

ては,機能の重複がない世帯は２世帯しか存在しないこれは,近年間取りのパターンがDK指向からLDK指向へ

と変化していることが原因といえる．食としての独立性が無くなったからか，食事専用のテーブルの利用も３０

世帯中11例しかなく，フレキシブルに利用できる座卓を愛用している世帯が16例もあった．また食に関する軽

視も見られた．

第二の目的である接客であるが，親しい関係を前提としない接客（外公）は，すでに外部空間へと移行してい

ることが窺われた．今後の住宅の計画に置いては，外公の接客に関しては住宅内部に持ち込まず，たとえば玄関

に入る前の空間の充実を図ることにより近隣とのコミュニケーションを取るといった工夫を取り入れたほうが良

い．親族，友人，近隣住民などの親しい相手の場合は，LDK，Ｌ，ＤＫが内公空間となっており，一緒にいてもくつ

ろぐことのできる相手のみ住宅内に招き入れている．近隣に対するコミュニケーションは，「ほどほど」に必要

と感じており，災害時に存在を確認できる程度が良いといったことのようだ.ただし,年齢による差が出ており，

50代後半頃から特に近隣とのコミュニケーションの必要性を感じるようだ．

今後，安全対策要求やコミュニティの位置づけなどについて，詳しく分析する予定であるまた，親族世帯と

の関係を反映して，収納要求や住み続けるかどうかといった今後の展望や変化についても検討する．
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